
年
、
建
設
資
材
価
格
は
高

騰
と
高
止
ま
り
が
続
い
て

い
る
。
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
、
為
替
に
加
え
、
世
界
最

大
の
建
設
市
場
で
あ
る
中
国
不
動

産
市
場
の
崩
壊
が
新
た
な
影
響
要

因
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
金
融
機
関
の
担
当
者
と
し
て

は
、
資
材
価
格
変
動
の
背
景
と
見

通
し
を
理
解
し
、
建
設
業
界
の
与

信
判
断
に
活
か
す
視
点
が
求
め
ら

れ
る
。

　
資
材
価
格
高
騰
の
背
景
に
は
、

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
経
済
回
復
に
よ

る
資
材
需
給
ひ
っ
迫
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
高
騰
が
あ
る
。
２
０
２
１

年
以
降
は
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
原

油
、
木
材
な
ど
の
原
材
料
価
格
が

上
昇
し
て
い
る
。

　
２
０
２
２
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ

た
め
、
急
落
に
は
至
ら
ず
、
緩
や

か
な
調
整
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が

高
い
。

　
国
内
で
は
、
物
流
倉
庫
や
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
需
要
が
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
。
住
宅
着
工
は
減
速
し

て
い
る
が
、
国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化か

や
老
朽

イ
ン
フ
ラ
更
新
需
要
が
資
材
需
給

を
支
え
て
い
る
。
施
工
現
場
の
人

手
不
足
も
、
資
材
価
格
の
急
激
な

緩
和
を
防
ぐ
一
因
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
今
後
の
資
材
価
格
は
、
①
原
材

料
の
価
格
動
向
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
、
③
為
替
、
④
中
国
鋼
材

輸
出
の
動
向
が
カ
ギ
と
な
る
。
鋼

材
系
資
材
は
下
押
し
圧
力
が
続
く

一
方
、
セ
メ
ン
ト
や
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
は
コ
ス
ト
高
が
価
格
に
転
嫁

さ
れ
、
高
止
ま
り
傾
向
が
継
続
す

る
見
通
し
だ
。

　
建
設
資
材
価
格
は
、
国
際
情
勢

や
国
内
需
給
、
政
策
の
影
響
を
受

け
て
動
い
て
い
る
。
特
に
中
国
不

動
産
市
場
の
動
向
は
、
今
後
の
重

要
な
変
動
要
因
と
な
る
。

ー
供
給
が
混
乱
し
、
石
炭
や
Ｌ
Ｎ

Ｇ
価
格
は
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

セ
メ
ン
ト
や
鉄
鋼
な
ど
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
消
費
型
資
材
の
コ
ス
ト
が

押
し
上
げ
ら
れ
た
形
だ
。
円
安
も

輸
入
資
材
の
国
内
価
格
上
昇
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。

鋼
材
系
資
材
は
下
押
し

圧
力
が
続
く
見
込
み

　
中
国
で
は
、
不
動
産
市
場
の
崩

壊
に
よ
り
住
宅
着
工
が
急
減
。
国

内
建
設
用
鋼
材
需
要
が
縮
小
し
、

余
剰
鋼
材
が
東
ア
ジ
ア
市
場
に
流

出
し
て
い
る
。
日
本
市
場
に
も
安

値
で
流
入
し
つ
つ
あ
り
、
鉄
鋼
系

資
材
に
は
今
後
下
押
し
圧
力
が
か

か
る
と
見
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
日
本
で
は
公
共
工

事
や
物
流
施
設
需
要
が
堅
調
で
、

施
工
能
力
の
制
約
も
あ
る
。
そ
の

近

伊能賢一 東都経営力向上センター取締役会長／
中小企業診断士／社会保険労務士

　ここでは建設資材の価格動向につい
て、背景を押さえたうえで、各資材に分
けて紹介する。

主要建設資材の
基礎知識と価格動向

訪問前に知っておきたい

中
国
不
動
産
市
場
の
動
向
が

今
後
の
重
要
な
変
動
要
因
に
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形
鋼
は
断
面
が
「
Ｈ
」
の

形
を
し
た
強
度
と
剛
性
に

優
れ
て
い
る
鋼
材
で
、
ビ
ル
や
工

場
の
柱
・
梁は

り

、
橋
や
港
湾
施
設
な

ど
、
多
様
な
構
造
物
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
精
度
の
高
い
加
工
が
可

能
で
、
工
期
短
縮
や
耐
震
性
の
向

上
に
貢
献
し
、
建
設
現
場
の
効
率

化
に
も
寄
与
す
る
。

形
棒
鋼
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
に
使
用
さ
れ

る
補
強
材
で
、
表
面
に
施
さ
れ
た

リ
ブ
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の

付
着
力
を
高
め
て
い
る
。
一
般
的

に
は
「
鉄
筋
」
と
呼
ば
れ
、
ビ

ル
・
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

・
擁
壁
・
ト
ン
ネ
ル
な

ど
、
広
範
な
Ｒ
Ｃ
構
造
物
に
不
可

欠
な
材
料
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
よ
り
寸
法
や
性

能
が
標
準
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、

安
定
し
た
品
質
と
供
給
が
確
保
で

き
る
点
も
特
徴
と
い
え
る
。

価
格
再
上
昇
の
可
能
性
も

〈
価
格
動
向
と
背
景
〉

　
Ｈ
形
鋼
の
価
格
は
、
鉄
鉱
石
や

原
料
炭
の
高
騰
、
建
設
需
要
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
円
安
な
ど
の
影

響
で
高
止
ま
り
し
て
き
た
。
現
在

は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
が
、
今
後

の
国
際
情
勢
や
原
材
料
価
格
、
物

流
コ
ス
ト
の
動
向
に
よ
っ
て
は
再

上
昇
の
可
能
性
も
あ
る
。

〈
今
後
の
見
通
し
〉

　
Ｈ
形
鋼
は
建
設
需
要
や
市
況
に

左
右
さ
れ
や
す
い
う
え
、
特
に
鉄

骨
工
事
の
コ
ス
ト
構
造
に
直
結
す

る
。
金
融
機
関
の
担
当
者
が
注
視

す
べ
き
、
重
要
な
価
格
指
標
の
一

つ
だ
と
い
え
る
。

〈
価
格
動
向
と
背
景
〉

　
異
形
棒
鋼
価
格
は
、
鉄
鉱
石
や

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
電
力
コ
ス
ト
な

ど
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。
ス

ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
高
騰
や
電
力
費

の
上
昇
に
よ
り
、
近
年
は
価
格
が

上
昇
基
調
に
あ
っ
た
も
の
の
、
２

０
２
３
年
〜
２
０
２
４
年
は
住
宅

着
工
数
の
減
少
に
伴
い
一
時
的
に

弱
含
み
し
た
。

審
査
上
の
重
要
資
材
の
一
つ

〈
今
後
の
見
通
し
〉

　
今
後
は
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
の
更

新
や
防
災
対
応
な
ど
、
公
共
工
事

の
需
要
が
異
形
棒
鋼
価
格
を
下
支

え
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
異
形
棒

鋼
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の

コ
ス
ト
に
直
結
す
る
た
め
、
建
設

事
業
の
採
算
性
や
金
融
機
関
に
よ

る
審
査
上
で
も
注
視
す
べ
き
重
要

資
材
の
一
つ
で
あ
る
。

Ｈ

異

2020

80.4

105.1
123.6 122.5 122.7

2021 2022 2023 2024（年度）

（千円／トン）
140

120

100

80

60

図表１　Ｈ形鋼の価格推移� （高さ200×辺100）

（出所）日刊産業新聞のデータを基に筆者加工
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図表２　異形棒鋼の価格推移�（SD295D、D16〜D25）

（出所）日刊産業新聞のデータを基に筆者加工

強
度
と
剛
性
に
優
れ

多
様
な
構
造
物
で
使
用

１
Ｈ
形
鋼

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の

不
着
力
を
高
め
た
補
強
材

２
異
形
棒
鋼
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